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株式会社ジェイコム千葉セントラル 

 

いざというときの備えのために 

9月 4日（日）10：15～ J:COM千葉セントラルが 
「第 37回九都県市合同防災訓練千葉市会場」と 
「稲毛区穴川コミュニティセンター」での訓練を生中継 

  
株式会社ジェイコム千葉セントラル（J:COM 千葉セントラル 、所在地：千葉市中央区、代表取締役社長：

荒木節夫）は、9月4日（日）10：15から、稲毛海浜公園で行われる「第37回九都県市合同防災訓練千葉市

会場」での訓練と、同訓練に併せて行われる「避難所開設・運営訓練」の模様を、J:COMチャンネル千葉セ

ントラル（地デジ11ch）を通じて市内の視聴可能世帯約26万3千世帯※１に向けて生中継いたします。 

 

九都県市合同防災訓練は、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相

模原市の九つの都県市が首都直下型地震に備え、自助・共助・公助の理念のもと、防災関係機関及び一

般市民が一体となった実践的な訓練を行うものです。千葉市会場では、今年の訓練会場である稲毛海浜公

園（千葉市美浜区）の特徴を活かした海上訓練が実施されます。J:COM 千葉セントラルでは、災害時にお

ける放送の訓練を兼ね、稲毛海浜公園での訓練の模様を生中継します。また、同訓練と併せて市内の避難

所で行われる避難所開設・運営訓練では、重点会場のひとつである穴川コミュニティセンター（千葉市稲毛

区）に移動中継カメラと社員リポーターを配置し、市民の皆さんの訓練の模様をお伝えします。 

 

J:COM 千葉セントラルでは、この訓練に先駆け、防災の日の9月 1日（木）に行われる「千葉市いっせい防

災訓練（千葉市シェイクアウト訓練※２）」に参加し、社員の防災行動意識を高めるとともに、今後も地域メディ

アとして、地域の皆さまに安全・安心をお届けして参ります。 

 

 ※1）2016年 6月末日現在 

 ※2）2008年にアメリカで始まった新しいかたちの地震防災訓練。地震から身を守るための 3つの安全行動 

（①ドロップ！：姿勢を低く ②カバー！：体・頭を守って ③ホールド・オン！：揺れが収まるまでじっとして）を 

約 1分間行う。千葉市では「自助」の意識高揚のために、市内の学校、民間企業・団体、町内自治会・自主 

防災組織などで実施。 

 

 

 

 

 

    

 
   

（画像は訓練イメージ） 

 



■訓練・放送概要 

番組名 生中継 九都県市合同防災訓練  

放 送 日 2016年9月4日（日） 生放送 10：15～10：45  再放送  15：00～15：30 

放送チャンネル J:COMチャンネル千葉セントラル（地デジ11ch） 

※J:COM有料サービスへの加入・未加入を問わず、J:COMのネットワークに接続されている世帯は

無料で視聴することができます。 

放送エリア 
J:COM 千葉セントラルのサービスエリア 

千葉市（中央区、花見川区、稲毛区、若葉区、緑区、美浜区） ※一部地域を除く 

中継場所 稲毛海浜公園 （千葉市美浜区高浜7丁目2番1号）  

千葉市稲毛区穴川コミュニティセンター （千葉市稲毛区穴川4丁目12番3号） 

中継概要 

 

 

 

 

 

■稲毛海浜公園（九都県市合同防災訓練千葉市会場） 

 ・市民参加型訓練（初期消火、避難指示・誘導訓練など） 

 ・市民体験型展示コーナー（応急給食・給水、応急処置訓練など） 

■穴川コミュニティセンター 

 ・開設訓練 （施設内安全確認、区割り、受付準備など） 

 ・機能別訓練（ダンボール間仕切り作成、救護所開設、要支援者安否情報確認 他） 

 

※中継自体が訓練放送の位置づけのため、当日の状況で中継内容を変更する可能性があります。 

 

「J:COMチャンネル」について 

「J:COMチャンネル」は、地域密着のオリジナルチャンネルです。J:COMの有料サービスへの加入・未加入を問

わず、無料で視聴できます。「ジモト、大好き。」をキャッチコピーに、イベントやおすすめスポット・歴史・自然など、

地域の情報を発信します。また、地震速報・気象情報や行政情報も、迅速・正確に伝えます。 

（チャンネル番号：地上デジタル11ch） 

株式会社ジェイコム千葉セントラルについて 

株式会社千葉セントラル（J:COM 千葉セントラル、所在地：千葉市中央区、代表取締役社長：荒木節夫）は、千

葉県千葉市でケーブルテレビ、高速インターネット接続、固定電話、モバイル、電力等を提供しているケーブルテ

レビ運営会社です。株式会社ジュピターテレコム（J:COM）のグループ局として、先進性のある高品質な情報・エ

ンターテインメントを提供するサービスを通じ、地域社会の発展に寄与することを目指しています。 


